ＰＡＮＯＣ－ＹＣ２０について
ＰＡＮＯＣ（Positive and Negative Outcomes of Caring）は、ヤングケアラーに全項目を記入してもらう質問（２０項目の自己報告測定）で、ケアが子どもたちに与えている、主観的な認識や感情面での影響の指標（点数）を出すために使うことができます。これまでの研究と実践からは、多くのヤングケアラーは、自分が担うケア責任に否定的側面と肯定的側面の両方で大きく影響を受けることが明らかになっています。こうした理由から、この質問シートは２つの点数を出すようにデザインされています。一つはケアがどれぐらい否定的に経験されているか、もう一つは、ケアがどれぐらい肯定的に経験されているかを示します。
ＰＡＮＯＣ－ＹＣ２０の点数化
ＰＡＮＯＣ－ＹＣ２０は、ケア活動の肯定的影響と否定的影響を査定するためにデザインされた、２０項目の心理測定ツールです。それぞれの項目は、「まったく感じない」、「時々感じる」、「よく感じる」の３段階で測られます。
点数化のため：
「まったく感じない」＝０
「時々感じる」＝１
「よく感じる」＝２
ＰＡＮＯＣ－ＹＣ２０は、１０項目から成る二つの下位尺度――（１）肯定的な反応、（２）否定的な反応――でできています。両方の尺度とも、点数は０から２０の間になります。それぞれの尺度において点数が高いほど、肯定的な反応、否定的な反応が多いことを示しています。
肯定的反応の点数を計算するには：
項目１、２、３、４、７、８、１５、１８、１９、２０の点数を足して下さい。
否定的反応の点数を計算するには：
　　項目５、６、９、１０、１１、１２、１３、１４、１６、１７の点数を足して下さい。
点数の読み方
統計的な分析は、この質問シートの肯定的尺度の点数が１２点以下である時、否定的尺度の点数が８点以上である時は、懸念される兆候があると示しています（表１を参照）。たとえばそれは、その子が精神的苦痛に悩んでいることを示しているかもしれません。そうした状況では、専門職の人達は、その子の感情を本人や家族と一緒に探り、適切に対応する上で、通常の業務慣例や手続きに従う必要があります。おそらく、適切な医療サービスや子ども福祉サービスとも連携していくことになるでしょう。
表１　ＰＡＮＯＣ－ＹＣ２０の点数の読み方
	　
	点数
	点数から読み取れること

	肯定的側面
	 0
	肯定的な影響はないとの報告――懸念される可能性あり

	　
	 1-12
	比較的わずかな肯定的影響――懸念される可能性あり

	　
	 13-20
	比較的多くの肯定的影響が報告された

	否定的側面
	 0
	否定的な影響はないとの報告

	　
	 1-8
	比較的わずかな否定的影響

	　
	 9-20
	比較的多くの否定的影響が報告された――懸念される可能性あり


最も心配されるのは、肯定的尺度が１２点以下でなおかつ否定的尺度が９点以上の点数となったヤングケアラーです。しかし、深刻な懸念のあるケースにおいては、このＰＡＮＯＣ－ＹＣ２０は、資格のある医療・福祉専門職がより充実した査定を行なう時の査定の一部として使用することをお勧めします。
